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●今月の目次

平成19年度決算報告

町職員の給与

確定申告はお早めに！

色々なお知らせ①

ごみを考える

「ツバキ花数え運動」にご支援とご協力を！

色々なお知らせ②

けんこうセンターからのお知らせ

色々なお知らせ③

まちのわだい
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1月10日大島町成人式（開発総合センターにて）（関連記事１７Ｐ）



総　額
7,229,226千円
（100.0％）

依存財源  
5,321,811（73.7％）

自主財源  
1,907,415（26.3％）

歳入総額　72億2千922万6千円

2広報おおしま平成21年2月号

国民健康保険事業勘定

介護保険事業勘定

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

水 　 道 　 事 　 業

6,266,018

3,246,919

1,107,004

684,185

890,857

21,832

31,441

23,291

488,309

9,512,937

963,208

284,556

169,810

19,749

47,273

△5,184

△12,746

△10,277

75,931

1,247,764

957,660

343,255

227,697

18,964

47,273

△5,638

△11,805

△9,167

75,931

1,300,915

6,160,899

3,528,472

1,399,563

677,754

890,857

20,526

30,442

21,021

488,309

9,689,371

7,229,226

3,531,475

1,276,814

703,934

938,130

16,648

18,695

13,014

564,240

10,760,701

7,118,559

3,871,727

1,627,260

696,718

938,130

14,888

18,637

11,854

564,240

10,990,286

会　計　別　決　算　額 （単位：千円）

※国民健康保険事業勘定の赤字額については、翌年度の歳入を繰り上げて補填。

会　　計　　別

合　　　　　計

歳 　 入

平成18年度

歳　　出 歳 　 入

平成19年度

歳　　出 歳 　 入

比　　　較

歳　　出

一　般　会　計

特　別　会　計

特
　
別
　
会
　
計

大
島
町
の
家
計
簿
で
す

平成１９年度決算報告
決算報告

財産収入
分担金・負担金
繰越金
繰入金

132,116（1.8％）
58,949（0.8％）
105,119（1.5％）
61,314（0.8％）

地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方譲与税
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

103,027（1.4％）
 81,237（1.1％）
81,724（1.1％）
3,167（0.1％）
10,221（0.1％）
4,776（0.1％）
1,151（0.0％）
5,048（0.1％）
3,398（0.1％）

その他　293,749（4.1％）

町税
986,574（13.6％）

その他
357,498
（4.9％）

諸収入　349,128（4.8％）

使用料・手数料　214,215（3.0％）

地方交付税
1,590,668
（22.0％）

町債
707,458
（9.8％）

国庫支出金
456,027
（6.3％）

都支出金
2,273,909
（31.5％）

　平成１９年度の大島町における各会計決算は、「会計別決算額」にあるように
一般会計は歳入総額７２億２千９２２万６千円、歳出総額７１億１千８５５万９
千円となり、単年度収支では、１億１千６６万７千円の黒字となりました。
　特別会計では歳入総額３５億３千１４７万５千円、歳出総額３８億７千１７２
万７千円で３億４千２５万２千円の赤字となっています。これは、国民健康保険
事業が影響したものです。



総　額
7,118,559千円
（100.0％）
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人件費
1,358,685
（19.1％）

任意的経費  
4,548,413（63.9％）

義務的経費  
2,570,146（36.1％）

扶助費
312,910
（4.4％）

公債費
898,551
（12.6％）

普通建設事業費
1,873,794
（26.3％）

物件費
1,647,231
（23.1％）

●町民1人当たりの負担額●

（島外者から納められた税金も含めた町税収
 入額を町民1人当たりで計算しています。）

総額　113,191円　（単位＝円）

歳出総額　71億1千855万9千円

●町民1人当たりに使われた額●

【　　　　　　　　　】

歳出総額　 71億1千855万9千円
町民1人当たり　　　816,723円

数値は、平成20年3月末日現在の
人口に基づき算出したものです。

民生費

町民1人当たり141,994円

衛生費

町民1人当たり 87,162円

農林水産
費

町民1人当たり 71,999円

商工費

町民1人当たり 56,462円

土木費

町民1人当たり 115,973円

消防費

町民1人当たり 28,620円

教育費

町民1人当たり 102,608円

議会費

町民1人当たり 9,162円

公債費

町民1人当たり 103,092円

総務費

町民1人当たり 99,651円

一般会計の主な使いみち
（単位＝千円）

総務費
………868,568
民生費
……1,237,612
衛生費
………759,705
農林水産費
………627,540
商工費
………492,121
土木費
……1,010,822
消防費
………249,452
教育費
………894,331
議会費
………  79,856

町税の収入状況 （単位＝千円）

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入湯税

　19年度合計

収入済額

445,869

436,485

27,221

72,407

30

4,563

986,575

徴収率（％）

94.5　

82.7　

91.9　

100.0　

14.7　

100.0　

89.2　

積立金
維持補修費
出資金・貸付金

108,479
87,477
17,823

（1.5％）
（1.2％）
（0.3％）

繰出金
354,076
（5.0％）

補助費等
459,533
（6.5％）

その他　213,779（3.0％）

（平成20年3月末人口　8,716人）

・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・特別土地保有税
・入湯税

51,155
50,079
3,123
8,307

3
524

12.2％17.4％

10.7％

8.8％

6.9％

14.2％

3.5％ 12.6％ 1.1％ 12.6％
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　大島町職員の給与は、町議
会の議決を経て定められた給
与条例とこれに基づく規則な
どによって額や支給方法を決
めています。みなさまにご理
解いただくために、その内容
について、次のとおり
お知らせします。

歳出額 人件費人　口

特別職等の給与と報酬及び期末手当の状況（平成２０年４月１日）
区　分 月　額 期　末　手　当

A
７,０３９,５３７千円

B
１,２８１,８９５千円

人件費比率
B／A
１８.２%

平成２０年３月３１日
８,７１６人

町　長
副町長
教育長

議　長
副議長
議　員

６月期　１.４０月分
１２月期　１.６０月分

計　３.００月分
６月期　１.４０月分

１２月期　１.６０月分
計　３.００月分

役職加算　１５％

役職加算　１５％

７７５,０００円
６６９,０００円
６２０,０００円
３００,０００円
２２０,０００円
２００,０００円

給　　与

報　　酬

退職手当の状況

人件費の状況（平成１９年度普通会計決算）

給　与　費職員数
給料

５９４,００２千円
職員手当

１３８,０００千円
期末勤勉手当
２４９,６１５千円

計B
９８１,６１７千円

A
１７８人

職員給与の状況（平成１９年度普通会計決算）

大　島　町 国区　分
初任給

１７２,２００円
１４０,１００円

採用後2年
１８５,８００円
１４９,８００円

初任給
１７２,２００円
１４０,１００円

採用後2年
１８５,８００円
１４９,８００円

一般行政職 大学卒
高校卒

職員の初任給の状況（平成２０年４月１日）

1人当たり給与比率B／A　５,５９７,７７１円

区　分 ５級
課長
１４人
１３.６％

４級
統括係長
１１人
１０.７％

３級
係長
３０人
２９.１％

２級
主任
２７人
２６.２％

１級
主事
２１人
２０.４％

標準的な内容
職　員　数
構　成　比

一般行政職の級別職員数の状況（平成２０年４月１日）

区　分
普通退職 定年退職

定年前早期退職特例措置・消防職員加算

大　島　町

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最 高限 度
加 算措 置

２４.２５月分
３２.５０月分
４９.７５月分
５９.２０月分

普通退職 定年退職

定年前早期退職特例措置

国

２３.５０月分
３３.５０月分
４７.５０月分
５９.２８月分

３３.５０月分
４３.５０月分
５９.２０月分
５９.２０月分

３０.５５月分
４１.３４月分
５９.２８月分
５９.２８月分

職員の平均給料月額と平均給与月額及び平均年齢（平成２０年４月１日）

区　分
一般行政職 技能労務職

大　島　町

平均給料月額
平均給与月額
平 均 年 齢

２９８,２９３円
３５２,８４３円

４２.５歳

一般行政職 技能労務職
東　京　都

３５０,７２４円
４７４,０４７円

４３.４歳

２４０,００６円
２７１,５２４円

４５.３歳

３２２,５５０円
４２４,４９１円

４６.８歳
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国大　島　町区　　分

国大　島　町

有有

区　　分

総　合　計

差引
増　減　理　由

平成２０年

定員の状況　　部門別職員数の状況（各年４月１日）

職員手当の状況（平成２０年４月）

職　員　数区　分
平成１９年

各１３,０００円
各　６,５００円
各　５,０００円

２,５００円

勤　勉
０.７５月
０.７５月
１.５０月

期　末
１.４月
１.６月
３.０月

勤　勉
０.７５月
０.７５月
１.５０月

期　末
１.４月
１.６月
３.０月

支　給　月
　６月期
１２月期
　計

役職段階別加算

支給限度額２７,０００円

４,２００円
8～25％（特別調整額）

各１３,０００円
各　６,５００円
各　５,０００円
２,５００円

配偶者
その他の扶養親族
16～22歳までの子がいる場合の加算
自己所有住宅（新築購入から5年）
賃貸住宅
交通機関利用者（バス等）
交通用具利用者（自動車等）

手当の種類
全職員１人あたりの平均支給割合
受給職員１人あたりの平均支給月額

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　水
商　工
土　木
小　計
教　育
消　防
小　計
水　道
その他
小　計

人事異動による減

人事異動による増
人事異動による減

人事異動による増

人事異動による減

２
５０
８

４０
１５
６

１１
８

１４０
１９
２４
４３
８
８

１６
１９９

２
４５
８

４６
１４
６

１２
８

１４１
１７
２４
４１
８
８

１６
１９８

０
△５
０
６
△１
０
１
０
１
△２
０
△２
０
０
０
△１

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

日直勤務をした時に支給
管理又は監督の地位にある職員に支給

夜勤勤務をした時に支給

代表的な手当の名称

正規の勤務手当時間を越えて
勤務した時に支給

扶 養 手 当　
支
給
さ
れ
る
も
の

毎
月
決
ま
っ
て

　
　
　
　
支
給
さ
れ
る
も
の

毎
月
勤
務
実
績
に
応
じ
て

　
さ
れ
て
い
る
も
の

例
年
支
給

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

超過勤務手当

特殊勤務手当

期末・勤勉
手　　　当

日 直 手 当
消防本部夜勤手当

支給限度額２７,０００円

支給限度額４５,０００円
通勤距離に応じて支給

支給限度額４５,０００円
通勤距離に応じて支給

未発表　　　
職員1人あたり平均　
支給年額313,728円

税務職員特別手当
救急救命士特別手当
犬、猫等死体処理作業

従事職員特別手当

８種類
１０.１％

６,３００円

割合10、15％（主幹、課長等）

５,５００円
４,２００円

（著しく危険、不
快、不健康、困
難な勤務、その
他著しく特殊な
勤務に従事した
ときに支給され
る手当）
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
20
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
の

す
べ
て
の
所
得
を
総
合
的
に
計
算
し
て
申

告
納
税
す
る
手
続
き
で
す
。

●
営
業
・
農
業
・
漁
業
な
ど
、
事
業
所
得

　
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方
（
給
与
・

　
年
金
な
ど
雑
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
に

　
は
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
下
さ
い
）

●
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
場
合

①
給
与
の
年
収
が
２，
０
０
０
万
円
を
超

　
え
る
方

②
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

　
方

③
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

　
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

④
給
与
、
賃
金
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が
あ

　
り
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
な

　
い
方

⑤
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

　
そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、

　
貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の

　
賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用
料
な
ど

　
の
支
払
い
を
受
け
た
方

●
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
方

　
２
ヵ
所
以
上
か
ら
公
的
年
金
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
や
所
得
が
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
の
み
の
方
で
、
こ
の
所
得
の

金
額
か
ら
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除

を
差
し
引
い
て
残
額
の
あ
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
所
得
が
あ

る
方
は
同
時
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
地
や
建
物
を
売
却
さ
れ
た
方

　
譲
渡
所
得
に
は
、
特
別
控
除
や
買
換
・

交
換
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
特
例
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
例
に
必
要
な

一
定
の
書
類
を
添
付
し
た
場
合
に
だ
け
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
通
常
の
売
買
に
お
い
て

も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
譲
渡
申
告

に
つ
い
て
は
、
必
ず
税
務
署
に
よ
る
相
談
・

受
付
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
な
ど

　
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

　
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

　
る
方
は
、
申
告
に
よ
っ
て
所
得
税
の
還

　
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

　
こ
の
還
付
申
告
は
既
に
受
付
中
で
す
の

　
で
、
混
雑
す
る
前
に
早
め
の
申
告
を
お

　
す
す
め
し
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅

　
借
入
金
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
る
方

②
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

　
み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
や
社
会
保
険

　
料
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
方

③
平
成
20
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

　
い
る
が
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
方

　
平
成
20
年
中
に
、
親
族
や
兄
弟
な
ど
個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

●
土
地
・
家
屋
・
株
式
の
名
義
を
変
え
た

　
時

●
親
子
や
夫
婦
で
資
金
を
出
し
合
い
共
同

　
で
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
名
義
を
、
そ

　
の
負
担
割
合
に
し
な
か
っ
た
時
な
ど
も
、

　
贈
与
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
価
格
は
、
相
続

税
の
評
価
基
準
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
大
島
町
の
場
合
、
土
地
は
平
成
20
年
度

固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
倍
率
を
乗
じ
た

額
、
家
屋
は
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
の

評
価
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
基
準
期
間
（
前
々
年
分
）
の
課
税
売
上

　
高
が
１，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
事
業

　
者

●
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

　
を
提
出
し
た
事
業
者

　
消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
と
申
告
の
相

談
は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
と
同
時

に
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
】

【
申
告
で
税
金
が
戻
る
と
思
わ
れ
る
方
】

所
　
得
　
税

贈
　
与
　
税

芝税務署による出張受付は2月18日（水）～20日（金）〈来場者順〉となります。株式及び土地・建物の譲渡等資産税関係
の申告は必ずこの3日間におすませ下さい。（この日程以外の場合、専門分野のため相談に応じられない場合があります）

町職員による相談・受付は申告期間の土日も行うことになりました。（3/1を除く午前9時～正午開庁）

申告期間は 2月16日（月）～3月16日（月）

【
消
費
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
】

個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
〜
申
告
と
納
税
は

　
　
　
3
月
31
日
ま
で
に
〜
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※クダッチ老人福祉館及び間伏・込内文化会館での申告受付は
　行いませんのでご注意下さい。

住民税申告受付

3月  2日（月）

3月  3日（火）

3月  4日（水）

3月  5日（木）

3月  6日（金）

3月  9日（月）

3月10日（火）

開発総合センター

波浮港老人福祉館

差木地公民館

旧野増小学校

北の山公民館

泉津公民館

岡田コミュニティセンター

◆医療費控除による還付申告は、明細にまとめておきましょう。
◆初めての住宅借入金等特別控除は添付書類がありますので、お問い合わせください。
◆国民年金保険料等(国民年金保険料及び国民年金基金掛金)の社会保険料控除を受ける場合に
　ついては、その保険料等の支払いをした旨を証する書類の添付が必要です。

　
平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
、
大
島
町
に

住
ん
で
い
る
方
で
、

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

●
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
一
事
業
所
で

　
本
年
中
す
べ
て
の
給
与
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

　
パ
ー
ト
支
払
い
に
対
す
る
年
末
調
整
が

　
済
ん
で
い
る
方

●
過
去
一
年
以
上
に
わ
た
り
、
国
民
年
金
・

　
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
み
の
受
給
者

　
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者

　
以
外
の
方
は
住
民
税
申
告
を
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町
・
都
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
・
福
祉
年
金

な
ど
の
支
給
に
あ
た
っ
て
、
大
切
な
基
礎

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
申
告
が

な
い
場
合
所
得
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
発

行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
の
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に

は
2
月
初
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
が
、

申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
で
も
該
当
す

る
方
は
、
必
ず
申
告
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
会
場
お
よ
び
役
場
税
務

課
で
必
要
書
類
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
税
制
改
正
に
伴
い
、
住
民
税
の
寄
附
金

税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
税
寄
附

金
控
除
の
対
象
は
、

①
都
道
府
県
・
市
区
町
村

②
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会

③
住
所
地
の
日
本
赤
十
字
社
支
部

　
こ
れ
に
加
え
、
大
島
町
内
に
事
業
所
を

有
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
該
当
と
な
り
ま

す
。
住
民
税
申
告
を
行
な
う
方
は
漏
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

　
ま
た
、
下
記
の
と
お
り
、
都
道
府
県
・

市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
は

「
ふ
る
さ
と
」
に
対
し
貢
献
又
は
応
援
し

た
い
と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら

税
制
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
所
得
控

除
方
式
よ
り
税
額
控
除
方
式
と
な
り
、
適

用
下
限
額
も
10
万
円
か
ら
５
千
円
に
改
正

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
（
※
１
）
の

限
度
額
は
、
総
所
得
金
額
等
（
※
２
）
の

25
％
か
ら
30
％
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
１
）
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
以
外
の
寄
附
金
と
の
合
計
額
で

す
。

（
※
２
）
総
所
得
金
額
等
と
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
場
合
、
給
与
収
入
か
ら
給
与
所

得
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額
、
年
金
受
給

者
の
場
合
、
年
金
収
入
か
ら
公
的
年
金
等

控
除
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
い
ま
す
。

●
平
成
20
年
１
月
１
日
以
後
に
支
出
し
た

　
寄
附
金
が
対
象
と
な
り
、
寄
附
を
し
た

　
翌
年
度
の
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ

　
ま
す
。

（
所
得
税
に
つ
い
て
は
寄
附
を
行
っ
た
年

　
分
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
役
場
　
税
務
課
　
（
２
）
１
４
６
５

住
民
税
申
告

住
民
税
の
税
制
改
正
に

伴
う
寄
附
金
の

税
額
控
除
に
つ
い
て

寄
附
金
税
制
が

大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金

改
正
前

控除率
所得控除方式により
適用対象
寄附金 　

× 税率（10％）

　　　の軽減効果

改
正
後

控除率
税額控除方式により
都道府県・市区町村に対する
寄附金のうち
適用下限額を超える部分について、
個人住民税所得割の
概ね1割を上限として
所得税と合わせて全額控除

適用下限額　5千円

適用下限額　10万円



　
大
島
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

左
記
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

﹇
入
居
者
募
集
住
宅
﹈

①
野
増
椿
野
団
地
　
　
　
　
　
　
１
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
使
用
料
　
 
 

　
１
０，
５
０
０
円
〜
１
７，
５
０
０
円

②
差
木
地
春
日
団
地
　
　
　
　
　
2
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
使
用
料
　

　
１
１，
３
０
０
円
〜
１
８，
７
０
０
円

③
差
木
地
ク
ダ
ッ
チ
第
三
団
地
　
１
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
使
用
料

　
１
０，
７
０
０
円
〜
１
７，
７
０
０
円

④
波
浮
港
山
口
第
二
団
地
　
　
　
１
戸

　
３
Ｄ
Ｋ
　
使
用
料
　

　
１
２，
１
０
０
円
〜
２
０，
１
０
０
円

※
い
ず
れ
も
家
族
世
帯
向
け
の
住
宅
で
す
。

※
使
用
料
は
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決
定

　
と
な
り
ま
す
。

﹇
申
込
資
格
﹈

①
原
則
と
し
て
大
島
町
に
一
年
以
上
居
住

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

　
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
真
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

④
国
税
、
地
方
税
な
ど
公
金
の
過
年
度
分

　
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

⑤
所
得
の
合
計
が
収
入
基
準
以
内
で
あ
る

　
こ
と
。
（
基
準
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
町
役
場
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
）

﹇
申
込
方
法
﹈

　
町
役
場
建
設
課
及
び
出
張
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

関
係
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
関
係
書
類

①
住
民
票
の
謄
本
（
本
籍
・
続
柄
が
記
載

　
さ
れ
た
も
の
）

②
所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
の
も
の
）

③
納
税
証
明
書
等

﹇
入
居
の
決
定
﹈

　
申
し
込
み
に
よ
り
入
居
資
格
を
審
査
し

て
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
①
〜
④
の
住
宅

は
先
着
順
と
し
、
満
室
と
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
住
宅
の
空
き
状
況
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
注
意
事
項
﹈

　
町
営
住
宅
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
で

き
ま
せ
ん
。

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
役
場
建
設
課
　
（
２
）
１
４
８
２

　
大
島
町
で
は
大
学
や
短
大
・
専
修
学
校

へ
進
む
人
達
の
た
め
に
、
奨
学
資
金
の
貸

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
﹈

　
４
月
か
ら
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
に

進
学
す
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
の
中
か
ら
審
査
し
選
考
さ
れ
ま
す
。

〇
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
、
引
き
続
き

　
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子
弟
。

〇
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
心
身
健
全
に
し

　
て
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

　
難
と
認
め
ら
れ
た
人
。

〇
貸
付
を
受
け
る
人
の
保
護
者
が
、
国
税
・

　
地
方
税
等
の
過
年
度
分
を
滞
納
し
て
い

　
な
い
こ
と
。

〇
日
本
育
英
会
や
東
京
都
育
英
奨
学
金
な

　
ど
の
奨
学
資
金
を
借
り
受
け
て
い
な
い

　
人
。

﹇
奨
学
資
金
の
貸
付
月
額
﹈

・
国
立
・
公
立
大
学
生

４
０，
０
０
０
円

・
私
立
大
学
生
　
　
　

４
５，
０
０
０
円

・
国
立
・
公
立
・
私
立
短
期
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６，
０
０
０
円

・
専
修
学
校
生
　
　
　

４
０，
０
０
０
円

﹇
返
済
方
法
﹈

　
奨
学
資
金
貸
付
期
間
終
了
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
、
一
年
を
経
過
し

た
後
、
十
年
以
内
に
年
賦
・
半
年
賦
・
月

賦
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
返
還
す
る
こ
と
。

※
無
利
子

﹇
申
込
方
法
﹈

　
町
役
場
教
育
文
化
課
及
び
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
申
請
書
は
、
２
月

16
日
（
月
）
か
ら
各
窓
口
で
受
け
取
れ
ま

す
。

　
申
請
に
は
連
帯
保
証
人
一
名
が
必
要
で

す
。

﹇
提
出
先
﹈

　
３
月
２
日
（
月
）
〜
19
日
（
木
）
ま
で

の
期
間
に
、
教
育
文
化
課
及
び
各
出
張
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
添
付
書
類
﹈

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
出
身
校
校
長
の
発
行
す
る
成
績
証
明
書

▼
入
学
許
可
証

▼
保
護
者
等
の
平
成
20
年
分
の
源
泉
徴
収

　
票
又
は
確
定
申
告
書
の
写
し
（
同
一
世

　
帯
で
二
人
以
上
給
与
所
得
が
い
る
場
合
、

　
そ
の
給
与
所
得
者
す
べ
て
必
要
）

▼
保
護
者
の
納
税
証
明

（
税
務
課
及
び
各
出
張
所
）

▼
健
康
診
断
書

（
各
医
療
機
関
の
診
断
書
の
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
町
役
場
教
育
文
化
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３
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﹇
町
長
室
﹈
▼
12
月
13
日
大
島
町
柔
剣
道
大

会
・
山
形
友
好
親
善
協
会
平
成
20
年
度
定
例

総
会
▼
12
月
15
日
消
防
団
夜
警
▼
12
月
24
日

国
体
準
備
委
員
会
▼
12
月
26
日
農
業
振
興
協

議
会
・
御
用
納
め
▼
１
月
５
日
御
用
始
め
・

辞
令
発
令

﹇
来
庁
者
﹈
▼
12
月
26
日
大
島
警
察
署
長
・

大
島
支
庁
長
▼
１
月
５
日
観
光
協
会
・
大
島

社
会
福
祉
協
議
会
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
・
大
島
町
商
工
会
・
大
島
老
人
ホ
ー
ム

行
政
の
う
ご
き
１２
月
１０
日
〜
１
月
9
日
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
2
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

＊
裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
に
つ
い
て

　
60
歳
で
受
給
権
が
発
生
す
る
方
（
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
、
厚
生
年
金

の
加
入
期
間
が
12
ヶ
月
以
上
あ
る
方
）
に
は

60
歳
誕
生
日
の
３
ヶ
月
前
に
、
65
歳
で
受
給

権
が
発
生
す
る
方
及
び
60
歳
か
ら
64
歳
の
方

で
あ
っ
て
既
に
受
給
権
が
発
生
し
て
い
る
が
、

未
請
求
で
あ
る
方
に
は
65
歳
誕
生
日
の
３
ヶ

月
前
に
裁
定
請
求
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
の
請
求
は
誕
生
日
の
前
日
か

ら
で
き
ま
す
。
同
時
に
送
付
さ
れ
る
「
年
金

を
請
求
さ
れ
る
皆
様
へ
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
必
要
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰
り
下
げ
請

　
求
は
ご
慎
重
に

　
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら

の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
60
歳
か
ら
65

歳
未
満
の
間
で
希
望
す
る
時
か
ら
受
給
す
る

繰
上
げ
請
求
や
、
66
歳
に
達
し
た
日
以
後
の

希
望
し
た
時
か
ら
受
給
す
る
繰
下
げ
の
申
出

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
給
を
開
始
す
る
時

期
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
繰
上
げ
請
求
の
場
合
は
年
金
額
が
減
額
さ

れ
、
繰
下
げ
の
申
出
を
し
た
場
合
は
増
額
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
繰
上
げ
・
繰
下
げ
は
一
度
手
続
き

を
し
て
し
ま
う
と
取
消
す
こ
と
が
で
き
ず
、

支
給
率
が
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０

住
民
課
 
国
保
年
金
係

　
（
２
）
１
４
６
２

＊
ご
住
所
や
お
名
前
に
変
更
が
あ
っ
た
際
は

　
届
出
が
必
要
で
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
来
年
度
よ
り
、
皆
様

の
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
の
見
込
み
額
な

ど
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
送

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
以
後
、
毎
年
誕

生
月
に
送
付
）

　
ご
住
所
や
お
名
前
に
変
更
が
あ
っ
た
方
で
、

届
出
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
な
ど
の
各
種
お
知
ら
せ
が
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
変
更
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
年
金
制
度

等
に
よ
り
、
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

﹇
届
出
先
﹈

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・
町
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

②
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
及
び
そ
の

　
被
扶
養
者

・
 厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
の
勤
務
先

　
を
経
由
し
、
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所

③
年
金
受
給
者
・
60
歳
以
上
で
年
金
を
受
け

　
取
ら
れ
て
い
な
い
方
（
裁
定
請
求
済
み
で

　
現
在
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
含
み
ま
す
）

・
 町
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

・
 港
社
会
保
険
事
務
所

社
会
保
険
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ

社
会
保
険
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ

る
方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会

っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
電
話
で
ご

　
相
談
い
た
だ
け
ま
す
が
、
相
談
中
の

　
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

　
9
時
〜
午
後
5
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
　
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　
都
民
の
声
課

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」で
す
。

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」で
す
。

2月の相談日

月・水・金

6

13

20

27

4

18

25

2

9

16

23

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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護
美
護
美
を
考
え
る
第69号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　　
庭
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
落
葉
に
困
っ
て

い
る
方
は
腐
葉
土
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
庭
の
隅
な
ど
に
落
葉
を
掃
き
集
め
、
コ
モ

（
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
場
合
は
酸
素
が
通
る

よ
う
に
し
て
お
く
）
な
ど
で
覆
っ
て
時
々
水

を
掛
け
な
が
ら
半
年
ほ
ど
発
酵
さ
せ
ま
す
。

黒
く
な
っ
た
ら
腐
葉
土
の
完
成
で
す
。
う
ま

く
分
解
す
る
よ
う
「
ぬ
か
」
を
混
ぜ
時
々
転

地
返
し
す
る
と
完
成
が
早
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
木
枠
を
使
っ
て
囲
い
を
作
る
と
管
理
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
注
意
す
る
点
は
、
生

の
葉
や
草
は
混
ぜ
な
い
こ
と
と
、
針
葉
樹
は

腐
葉
土
作
り
に
は
向
か
な
い
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
落
葉
の
処
理
だ
け
を
早
急
に
し
た

い
方
は
、
庭
に
穴
を
ほ
り
落
葉
を
入
れ
土
を

被
せ
る
だ
け
で
も
、
一
年
ち
ょ
っ
と
で
分
解

さ
れ
ま
す
。
（
こ
れ
は
、
腐
葉
土
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

　
町
で
は
、
可
燃
ご
み
の
処
分
場
で
あ
る
清

掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
操
業
開
始
か
ら
20
年

ほ
ど
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
焼
却
能
力
の

低
下
の
予
防
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
落

ち
葉
な
ど
の
可
燃
ご
み
は
施
設
の
延
命
化
を

図
る
た
め
、
左
記
の
よ
う
に
処
理
し
、
ご
み

の
減
容
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
直
接
持
ち
込
む
場
合
　

　
　
　
大
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ

　
落
ち
葉
等
は
、
量
に
か
か
わ
ら
ず
ご
み
袋

を
利
用
し
て
も
清
掃
工
場
に
直
接
持
ち
込
む

事
は
出
来
ま
せ
ん
。
ご
み
袋
は
利
用
せ
ず
に

大
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
持
ち

込
み
下
さ
い
。

　
刈
草
、
剪
定
枝
を
出
す
場
合
も
同
様
に
お

願
い
し
ま
す
。

○
収
集
場
所
に
出
す
場
合

　
　
　
45
　
袋
で
2
袋
ま
で

　
清
掃
工
場
で
は
、
収
集
場
所
に
出
さ
れ
る

落
ち
葉
の
焼
却
は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
水

分
を
多
量
に
含
ん
だ
も
の
や
、
土
砂
混
じ
り

の
も
の
ま
で
混
ざ
っ
て
お
り
、
焼
却
す
る
際

に
温
度
低
下
や
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
た

り
と
悪
影
響
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
落
ち
葉
を
収
集
場
所
に
出
す

場
合
は
、
各
家
庭
１
回
の
収
集
に
つ
き
70

袋
な
ら
１
つ
、
45
　
袋
な
ら
ば
２
つ
ま
で
に

し
て
下
さ
い
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
出
す
場
合
は

１
辺
が
45
㎝
ま
で
の
大
き
さ
の
も
の
を
１
つ

ま
で
と
し
、
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
て

下
さ
い
。

　
そ
れ
以
上
出
す
場
合
は
収
集
場
所
に
出
し

て
も
回
収
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
剪
定
枝
を
縛

っ
て
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
て
も
収
集

は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
減
容
化
に
ご
協
力
下
さ
い
！
　
　
　
　
　

　
雑
草
等
を
根
っ
こ
か
ら
抜
い
た
場
合
、
そ

の
ま
ま
ご
み
袋
で
出
さ
ず
に
、
付
着
し
て
い

る
土
を
水
洗
い
し
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
庭
や
畑
が

あ
る
場
合
は
土
に
混
ぜ
て
堆
肥
化
さ
せ
、
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
み

の
減
容
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
大
量
の
刈
草
等
で
、
ど
う
し
て
も
自
分
で

運
べ
な
い
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
土
木
業
者
、
廃
棄

物
運
搬
業
者
等
に
依
頼
し
、
適
正
な
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
社
）
東
京
都
生
活
水
環
境
シ
ス
テ
ム

協
会
で
は
、
大
島
町
で
浄
化
槽
の
施
工
・

維
持
管
理
清
掃
に
携
わ
る
企
業
の
方
々

を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
後
の
業
務
の
向
上
に
お
役
立
て
頂

け
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
よ
り

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

﹇
開
催
日
時
﹈

　
2
月
24
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

﹇
開
催
場
所
﹈

　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
 
大
会
議
室

　
参
加
費
　
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

（
社
）
東
京
都
生
活
水
環
境
シ
ス
テ
ム

　
協
会
事
務
局
 

　
　
　
０
４
２
（
５
８
９
）
８
７
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
８
９
）
８
７
８
３

■
落
葉
の
リ
サ
イ
ク
ル

■
落
ち
葉
、刈
草
、剪
定
枝
等
の

　
出
し
方
に
つ
い
て（
お
願
い
）

﹇
注
文
受
付
﹈

　
2
月
9
日
（
月
）
〜
2
月
20
日
（
金
）

﹇
申
込
先
﹈
町
役
場
　
産
業
課
農
業
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
５

﹇
取
 
　
扱
﹈
大
島
支
庁
 

　
　
　
　
　
　
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
４
４
３
４

﹇
配
布
日
時
﹈

　
３
月
３
日
（
火
）
予
定

　
※
変
更
の
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。

﹇
配
布
場
所
﹈
大
島
支
庁
玄
関
前

﹇
注
意
事
項
﹈

・
注
文
の
際
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

　
先
、
本
数
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
25
本

　
単
位
で
注
文
し
て
下
さ
い
。

・
苗
が
不
足
し
た
時
は
調
整
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

・
配
布
時
に
は
、
必
ず
受
け
取
っ
て
下
さ

　
い
。

・
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
配
布

　
場
所
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

■
新
規
採
用
者
（
平
成
21
年
１
月
１
日
付
）

▼
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
今
井
幸
子

■
退
職
者
（
平
成
20
年
12
月
31
日
付
）

▼
林
　
一
紀

職
員
人
事
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２
月
９
日
は
、
大
島
町
民
の
日
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
旧
六
ケ
村
が
町
制
施

行
と
な
る
合
併
協
議
書
に
調
印
を
し

た
日
で
す
。
町
民
の
日
と
な
る
２
月

９
日
は
、
観
光
施
設
を
無
料
開
放
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
記
の
施
設
が
無
料
開
放

と
な
り
ま
す
の
で
、
施
設
の
利
用
方

法
及
び
開
放
時
間
等
に
つ
い
て
は
施

設
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
放
施
設

　
愛
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
御
神
火
温
泉

　
伊
豆
大
島
火
山
博
物
館

　
元
町
浜
の
湯

　
ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
（
貝
の
展
示
室
）

　
大
島
町
郷
土
資
料
館

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
　
町
長
室
　
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
４

年間目標数　350,000人　　　　　　　　　（単位：人）

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

計  

25,000

50,000

50,000

25,000

27,000

20,000

27,000

45,000

18,000

20,000

24,000

19,000

350,000

15,133

25,680

30,214

12,928

16,298

13,307

19,010

32,239

16,709

15,429

15,142

14,858

226,947

13,706

27,382

29,919

14,739

18,003

14,333

16,165

32,639

18,328

16,521

16,426

15,572

233,733

60.5％

51.4％

60.4％

51.7％

60.4％

66.5％

70.4％

71.6％

92.8％

77.1％

63.1％

78.2％

64.8％

110.4％

93.8％

101.0％

87.7％

90.5％

92.8％

117.6％

98.8％

91.2％

93.4％

92.2％

95.4％

97.1％

月間目標

※年間目標数は近年のピーク時（平成11年）を参考にしています。

平成20年 目標対比 参考19年 前年比

観光課からのお知らせ観光課からのお知らせ

観
光
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す

第
3
回

　
こ
の
運
動
は
、
昨
年
１
月
20
日
に
活

動
を
開
始
し
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
８

万
５
千
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
地
区
の
推
進
委
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
島
民
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

大
島
の
観
光
活
性
化
の
た
め
に
、
島
外

か
ら
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
招
き
、

埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
や
、
新
し
く

開
発
で
き
る
資
源
を
調
査
し
、
７
つ
の

提
言
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
提
言
の
一
つ
で
あ
る
「
ツ
バ

キ
花
数
え
運
動
」
は
、
次
の
よ
う
な
考

え
で
始
ま
り
ま
し
た
。

①
３
０
０
万
本
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

　
ツ
バ
キ
の
木
は
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

　
も
し
、
あ
る
と
し
た
ら
、
凄
い
こ
と

　
だ
ね
。

②
環
境
破
壊
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
に
、

　
自
然
を
守
り
、
そ
れ
を
財
産
と
し
て

　
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
大

　
島
で
、
さ
ら
に
自
然
を
大
切
に
し
た

　
取
組
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
内
外
に

　
発
信
で
き
た
ら
、
自
然
を
愛
す
る
人
々

　
が
共
感
し
て
島
を
訪
れ
る
こ
と
に
つ

　
な
が
る
よ
ね
。

③
島
の
財
産
で
あ
る
自
然
と
魅
力
あ
る

　
ツ
バ
キ
を
、
見
た
こ
と
も
な
い
人
々

　
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
楽
し

　
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、
こ

　
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

④
そ
れ
を
島
中
の
人
々
が
生
活
の
一
部

　
と
し
て
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
た
ら

　
こ
ん
な
地
域
は
ほ
か
に
な
い
の
で
、

　
一
度
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
だ

　
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
と
し
て
泉

津
・
岡
田
・
北
の
山
・
元
町
・
野
増
・

差
木
地
・
ク
ダ
ッ
チ
・
波
浮
港
地
区
の

推
進
員
さ
ん
を
先
頭
に
、
活
動
が
進
ん

で
い
る
地
区
で
は
３
万
本
に
手
が
届
く

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
今
年
の
目

標
は
15
万
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た

ら
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
大
島
観
光
振
興
実
行
委
員
会

　
「
花
数
え
」
部
会
長
　
中
林
　
利
郎

花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
！

花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
！

花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
！

花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
！



12広報おおしま平成21年2月号

体
育
施
設
、学
習
・
文
化
施
設

使
用
登
録
団
体
の
受
付
に
つ
い
て

　
大
島
高
校
の
施
設
開
放
に
伴
う
登
録
団

体
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
使
用
は
４
月
か

ら
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
窓
口
で
配
布

す
る
要
領
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

﹇
申
請
期
間
﹈

　
２
月
２
日
（
月
）
〜
２
月
13
日
（
金
）

　
※
土
・
休
日
を
除
く

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

﹇
登
録
申
請
﹈

　
登
録
希
望
団
体
は
、
窓
口
で
配
布
す
る

申
請
要
領
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
、
指
定
の

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
期
間

内
に
本
校
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
開
放
施
設
﹈

　
体
育
館
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
体
育
施
設
、
音
楽
室
等
の
文
化
・

学
習
施
設

﹇
注
意
事
項
﹈

１．
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
要
な

　
　
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２．
申
請
を
受
理
し
た
場
合
で
も
、
学
校

　
　
運
営
上
の
都
合
に
よ
り
登
録
で
き
な

　
　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３．

20
年
度
登
録
団
体
に
つ
い
て
は
、
別

　
　
途
連
絡
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
企
画
室
　
春
日

﹇
受
付
期
間
﹈

　
２
月
16
日
（
月
）
〜
２
月
20
日
（
金
）

﹇
開
放
施
設
﹈

　
体
育
館
･
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
･
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

﹇
開
放
時
期
﹈

　
４
月
中
旬
頃
〜
（
詳
細
は
団
体
登
録
承

　
認
後
、
連
絡
し
ま
す
）

﹇
開
放
時
間
﹈
生
徒
が
施
設
を
使
用
し
な

　
い
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で

﹇
使
用
者
の
要
件
﹈（
※
全
て
を
満
た
す
こ
と
）

○
島
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
者
で

　
10
名
以
上
の
団
体

○
指
導
統
括
を
行
う
20
歳
以
上
の
責
任
者

　
が
い
る
団
体

○
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る

　
団
体

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
団
体
の
運
営
が
計
画
的
で
定
期
的
に
活

　
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

﹇
申
込
方
法
﹈

　
事
前
に
本
校
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
頂
い

た
後
、
申
込
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。
窓

口
に
持
参
又
は
郵
送
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

﹇
団
体
登
録
決
定
時
期
﹈

　
本
校
運
営
委
員
会
に
よ
り
使
用
団
体
決

定
後
、
3
月
下
旬
頃
お
電
話
に
て
連
絡
し

ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
海
洋
国
際
高
校

　
学
校
施
設
開
放
担
当
者
　
経
営
企
画
室

　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
（
４
）
０
３
８
５

　
〒
１
０
０
―
０
２
１
１
　

　
　
大
島
町
差
木
地
字
下
原
　

大
島
海
洋
国
際
高
校
　
平
成
21
年
度

学
校
施
設
開
放
新
規
団
体
登
録
受
付

　
平
成
21
年
・
22
年
度
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

建
設
工
事
・
設
計
・
測
量
・
地
質
調
査
等

に
つ
い
て
、
大
島
町
競
争
入
札
の
参
加
業

者
の
登
録
を
行
う
も
の
で
す
。

　
申
請
は
、
す
べ
て
大
島
町
指
定
様
式
に

よ
り
、
大
島
町
役
場
総
務
課
管
財
係
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
21
年
２
月
２
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
平
成
21
年
２
月
27
日
（
金
）

　
注
　
意

※
５
０
０
万
以
上
の
工
事
等
を
請
負
場
合
、

　
経
営
資
格
審
査
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
、
受
付
表
、
基
本
カ
ー
ド
、
業

　
態
カ
ー
ド
の
表
題
を
21
・
22
年
度
と
記

　
載
し
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
・
22
・
23
年
度
物
品
買
入
れ
等

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
を
行

い
ま
す
。
委
託
・
購
入
・
借
上
げ
等
に
つ

い
て
、
大
島
町
競
争
入
札
の
参
加
業
者
の

登
録
を
行
う
も
の
で
す
。

　
申
請
は
、
す
べ
て
大
島
町
指
定
様
式
に

よ
り
、
大
島
町
役
場
総
務
課
管
財
係
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
21
年
２
月
２
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
平
成
21
年
２
月
27
日
（
金
）

建
設
工
事
等
・
物
品
買
入
れ
等
共
通

事
項

１．
大
島
町
指
定
様
式
を
使
用
し
申

　
　
請
す
る
こ
と
。

２．
郵
送
可
（
返
信
用
封
筒
同
封
）

３．

19
年
度
20
年
度
契
約
の
官
公
署

　
　
と
の
契
約
金
額
上
位
５
契
約
の

　
　
契
約
書
（
写
）
表
紙
の
み
添
付
。

４．
添
付
書
類
中
見
せ
る
だ
け
の
書

　
　
類
に
つ
い
て
は
写
し
を
添
付
す

　
　
る
こ
と
。

申
込
み
用
紙

　
様
式
、
記
入
方
法
は
当
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
使
用

す
る
こ
と
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.oshim

a.tokyo.jp/

提
　
出
　
先

　
〒
１
０
０
―
０
１
０
１

　
東
京
都
大
島
町
元
町
１
―
１
―
14

　
大
島
町
役
場
　
総
務
課
　
管
財
係

　
　
０
４
９
９
２
（
２
）
１
４
４
３

平
成
21
・
22
年
度

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付

平
成
21
・
22
・
23
年
度

物
品
買
入
れ
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付



13 広報おおしま 平成21年2月号

　
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
火
山
活
動
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
静
穏

な
状
態
で
、
三
原
山
山
頂
火
口
周
辺
に
影
響

を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

　
12
月
24
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
は
、

山
頂
周
辺
の
噴
気
が
や
や
多
い
状
態
で
し
た

が
、
噴
気
温
度
や
地
表
面
温
度
に
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
）１
１
６
６

　
大
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
椿
ま
つ
り
開
催
期
間
中
、

東
京
都
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

小
袖
２
領
と
家
の
上
遺
跡
（
現
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
）

よ
り
出
土
し
た
銅
製
帯
金
具
の
特
別
展
示
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
観
覧
の
際
は
入
館
料
が
必
要
で
す
）

　
◆
展
　
示
　
品
◆

　
　
桔
梗
文
金
糸
繍
文
字
入
総
模
様
　
１
領

　
　
松
竹
梅
鶴
亀
繍
文
総
模
様
　
　
　
１
領

　
　
銅
製
帯
金
具
一
式

　
◆
展
示
場
所
◆

　
　
大
島
町
郷
土
資
料
館

　
◆
展
示
期
間
◆

　
　
１
月
31
日
（
土
）
か
ら
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

●
内
閣
府
で
は
、
平
成
21
年
度
に
実
施
す

　
る
国
際
交
流
事
業
（
「
国
際
青
年
育
成

　
交
流
」
「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」

　
「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」
「
青

　
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
」
「
世
界
青
年
の
船
」
「
東
南

　
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
）
の
参
加
青
年
を

　
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
政
策
統
括

　
官
（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
国
際
第

　
１
担
当

（
　
０
３
（
３
５
８
１
）
１
１
８
１
・

　http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

）

　
ま
た
は
東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援

　
部
生
涯
学
習
課

（
　
０
３（
５
３
２
０
）
６
８
５
９
）
ま
で

伊
豆
大
島
の

火
山
活
動
の
解
説

（
平
成
20
年
12
月
）

東
京
都
指
定
文
化
財
小
袖
及
び

銅
製
帯
金
具
の
特
別
展
示
開
催

に
つ
い
て

○
武
満
徹
対
談
選
　
仕
事
の
夢
　
夢
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
﹇
編
者
﹈
小
沼
純
一

　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　
　
世
界
で
最
も
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
日
本
人
作
曲

家
・
武
満
徹
の
、
全
て
の
枠
を
超
越
し

た
音
楽
に
至
っ
た
軌
跡
を
た
ど
る
。

○
奇
跡
の
リ
ン
ゴ

　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
石
川
拓
治
　

　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
幻
冬
舎

　
　
　
　
　
　
「
絶
対
不
可
能
」
を
覆

し
た
農
家
・
木
村
秋
則
の
記
録
。

○
と
き
ど
き
起
き
て
う
た
た
寝
し

　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
阿
川
佐
和
子

　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
文
藝
春
秋

　
　
　
　
　
　
　
朝
寝
て
昼
寝
て
夜
に

　
　
　
　
　
　
　
寝
て
、
と
き
ど
き
起

き
て
…
と
は
い
か
な
い
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ

ス
タ
ー
暮
ら
し
。
ち
ょ
っ
と
お
か
し
く

て
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
な
掌
篇
47
篇
。

○
人
と
犬
の
き
ず
な

　
―
遺
伝
子
か
ら
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
る
―

﹇
著
者
﹈
田
名
部
雄
一
﹇
発
行
﹈
裳
華
房

○
那
須
正
幹
の
動
物
も
の
が
た
り
①
〜
⑧

　
キ
ツ
ネ
の
ハ
ナ
ジ
ロ
　
ほ
か

﹇
作
﹈
那
須
正
幹
﹇
発
行
﹈
く
も
ん
出
版

◆
写
真
集
◆

○
L
O
V
E
 
i
n
 
A
l
a
s
k
a

　
星
の
よ
う
な
物
語

﹇
著
者
﹈
星
野
道
夫
﹇
発
行
﹈
小
学
館

○
特
別
展
　
花
　
F
L
O
W
E
R

﹇
写
真
﹈
八
田
洋
章
・
田
中
肇
ほ
か

﹇
発
行
﹈
朝
日
新
聞
社

剣ガ峰付近の噴気の状態

銅製帯金具 小　　袖

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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◆
乳
幼
児
歯
科
健
診
《
予
約
不
要
》

　
2
／
19
（
木
）
受
付
10
時
30
分
〜
11
時

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
（
持
ち
物
）
母
子
手
帳

・
対
象
　
0
歳
児
〜
未
就
学
児
と
保
護
者

※
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
・
相
談
と
歯
科

　
衛
生
士
に
よ
る
予
防
・
相
談
で
す
。

★
虫
歯
の
進
み
や
痛
み
が
出
る
の
も
早
い

　
子
供
の
歯
。
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク
で
早
期

　
の
対
処
が
安
心
で
す
。

◆
ハ
ッ
ピ
ー
歯
科
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
歯
科
衛
生
士
ま
で
）

「
ち
び
っ
子
歯
科
相
談
」
　
2
／
17
（
火
）

「
歯
周
病
予
防
」
　
　
　
　
2
／
18
（
水
）

「
家
族
で
歯
科
相
談
」
　
　
2
／
26
（
木
）

※
 歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

　
そ
の
他
、
お
口
、
入
れ
歯
、
口
臭
･
･
、

　
気
に
な
る
こ
と
を
解
消
さ
せ
る
為
、
ま

　
ず
は
電
話
で
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
栄
養
個
別
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
栄
養
士
ま
で
）

「
糖
尿
病
予
防
栄
養
相
談
」
2
／
12
（
木
）

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
」
2
／
19
（
木
）

「
高
血
圧
予
防
栄
養
相
談
」
2
／
25
（
水
）

◆
栄
養
電
話
相
談
《
予
約
不
要
》

「
乳
幼
児
食
事
相
談
」
　
2
／
4
（
水
）

　
離
乳
食
や
幼
児
食
に
つ
い
て
栄
養
士
が

　
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
2
／
12
（
木
）
・
2
／
24
（
火
）

※
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
と
体
の
相
談

　
　
今
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
が
楽
し

　
く
な
い
、
気
分
が
沈
む
、
疲
れ
を
強
く

　
感
じ
る
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
必
要
だ
と

　
感
じ
て
い
る
方
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
相
談
《
予
約
制
》
　
　

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

※
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

　
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

　
◆
6
・
9
ヵ
月
児
健
診
《
予
約
制
》

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
　
◇
毎
週
水
曜
日

　
※
2
／
４
（
水
）
・
2
／
18
（
水
）

　
　
は
、
栄
養
相
談
も
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
４
６

（
理
由
そ
の
１
）

　
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
（
数
％
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
）
に
免
疫
を
あ
た
え
ま
す
。

（
理
由
そ
の
2
）

　
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
と

も
に
そ
の
免
疫
が
減
衰
し
た
子
ど
も
た
ち

に
再
び
刺
激
を
与
え
、
免
疫
を
強
固
な
も

の
に
し
ま
す
。

（
理
由
そ
の
3
）

　
１
回
目
に
接
種
し
そ
び
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
も
う
１
度
チ
ャ
ン
ス
を
あ
た
え
ま
す
。

﹇
平
成
20
年
度
の
接
種
対
象
者
﹈

第
１
期
：
生
後
12
ヵ
月
か
ら
24
ヵ
月
未
満

　
　
　
　
の
幼
児

第
２
期
：
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

　
（
平
成
14
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

第
３
期
：
中
学
1
年
生
相
当
の
方

　
（
平
成
7
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

第
４
期
：
高
校
3
年
生
相
当
の
方

　
（
平
成
2
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

　
対
象
者
に
あ
た
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
期
間
：
（
第
2
・
3
・
4
期
）
は

　
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

﹇
予
診
票
に
つ
い
て
﹈

（
第
１
期
）
1
歳
の
誕
生
日
月
に
郵
送
し
 

　
て
い
ま
す
。

（
第
２
・
３
・
４
期
）
平
成
20
年
度
の
対

　
象
者
に
は
、
平
成
20
年
4
月
に
郵
送
し

　
て
い
ま
す
。

※
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
け
ん

　
こ
う
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

 ﹇
麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
は
﹈

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
・
飛
沫

感
染
・
接
触
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
感
染
後
約
10
日
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

38
℃
程
度
の
発
熱
や
く
し
ゃ
み
、
咳
な
ど

の
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
（
カ
タ

ル
期
）
。
２
〜
３
日
の
発
熱
の
後
、
39
℃

以
上
の
高
熱
と
発
疹
と
い
っ
た
麻
し
ん
に

特
徴
的
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
一
度
発
症
す

る
と
ま
ん
延
の
防
止
が
難
し
く
、
予
防
接

種
を
受
け
な
い
と
、
多
く
の
人
が
か
か
る

病
気
で
す
。



　
日
本
人
の
10
人
に
１
人
が
、
生
涯
一
度

は
う
つ
病
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
病
は
、
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
関
係
す

る
心
の
病
気
の
一
つ
で
、
特
別
な
病
気
で

は
な
く
誰
も
が
か
か
り
う
る
身
近
な
病
気

で
す
。

　
今
回
、
う
つ
病
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

内
容
と
対
応
に
つ
い
て
、
専
門
医
よ
り
分

か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
2
月
5
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

﹇
場
所
﹈

　
大
島
支
庁
　
２
階
 
第
二
会
議
室

﹇
講
師
﹈

　
医
療
法
人
財
団

　
厚
生
協
会
　
大
泉
病
院

　
副
院
長
　
今
坂
康
志
　
氏

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
）
８
１
４
１
　
金
子

　
　
島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所
　

　
　
　
（
２
）
１
４
３
６
　
田
熊
・
長
弘

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
と
は
、

小
さ
な
お
子
様
を
連
れ
た
親
が
安
心

し
て
外
出
を
楽
し
め
る
た
め
の
、
お

む
つ
替
え
や
授
乳
な
ど
が
行
え
る
ス

ペ
ー
ス
の
愛
称
で
す
。

　
大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

お
子
様
と
遊
ん
だ
り
食
事
を
摂
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
設
置
場
所

　
大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
利
用
時
間

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
問
い
合
わ
せ

　
大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
８
１
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水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）

予
防
接
種
の
補
助
に
つ
い
て

　
大
島
町
で
は
、
昨
年
か
ら
流
行
し
て
い

た
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
料
金
の
内
、
7,
7
1
0
円
を

補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
の
期
間

●
補
助
対
象
者

・
対
象
期
間
内
で
、
１
歳
か
ら
未
就
学
児

　
童
（
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を

　
対
象
に
補
助
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
２
月
１
日
以
降
に
接
種
す
る

　
方
は
、
医
療
機
関
に
直
接
電
話
予
約
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
で
に
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平

　
成
21
年
１
月
31
日
の
間
で
接
種
済
み
の

　
方
も
全
額
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
子
育
て
応
援
係
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
医
療
機
関

・
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
電
話
予
約
）

　
　
（
２
）
２
３
４
６

・
前
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
電
話
予
約
）

　
　
（
２
）
７
７
０
０

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
（
２
）
１
４
７
１

　
近
年
増
加
し
続
け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
の
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
食

生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
食
育
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
日
時
﹈
2
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

﹇
場
所
﹈
大
島
支
庁
　
２
階
　

　
　
　
　
第
二
会
議
室

﹇
講
師
﹈
首
都
大
学
東
京
准
教
授

　
　
　
　
稲
山
貴
代
先
生

﹇
内
容
﹈

　
「
地
域
ぐ
る
み
の
食
育
〜
大
島
町

　
の
健
康
的
な
食
生
活
を
め
ざ
し
て
〜
」

　
他

﹇
対
象
﹈

　
食
育
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
が

　
あ
る
方

﹇
参
加
費
﹈
無
料
　

﹇
定
員
﹈
80
名
　

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈

　
　
２
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
、
保

　
健
所
へ
お
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

　
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所

　
　
　
　
　
（
担
当:

栄
養
士
）

　
　
　
　
（
２
）
１
４
３
６
　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
）
１
７
４
０

講
演
会
の
お
知
ら
せ
《
予
約
不
要
》

「赤ちゃん・ふらっと」には、
下記のマークが

掲示されています。
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
昨
年
の
12
月
４
日
に

行
わ
れ
た
木
曜
会
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
で
、
渡

辺
直
己
さ
ん
（
差
木
地
字
沖
の
根
）
が
見

事
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
し
ま
し

た
。
大
島
町
の
勤
福
と
な
っ
て
第
一
号
の

達
成
者
が
出
て
か
ら
約
７
ヶ
月
ぶ
り
と
な

る
二
人
目
の
快
挙
で
す
。

　
達
成
の
瞬
間
は
、
他
の
レ
ー
ン
で
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
人
達
も
一
時
ゲ
ー
ム
を
中

断
し
会
場
全
員
が
見
守
る
中
、
渡
辺
さ
ん

は
緊
張
し
つ
つ
も
テ
ン
フ
レ
最
後
の
投
球

も
、
平
常
心
で
み
ご
と
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
元
旦
、
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
の
ト
ウ

シ
キ
海
岸
に
、
島
外
か
ら
の
「
伊
豆
大

島
初
日
の
出
の
集
い
」
の
ツ
ア
ー
客
と

島
内
の
方
々
を
合
わ
せ
た
２
５
０
人
が
、

初
日
の
出
を
見
に
集
ま
り
ま
し
た
。
　

　
午
前
６
時
50
分
、
水
平
線
の
雲
間
か

ら
初
日
の
出
が
昇
る
と
一
斉
に
歓
声
が

上
が
り
、
手
を
合
わ
せ
た
り
記
念
写
真

や
ビ
デ
オ
を
撮
っ
た
り
と
新
し
い
年
を

祝
い
ま
し
た
。
大
島
町
が
用
意
し
た
お

と
そ
と
あ
ら
汁
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
寒
さ

で
冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
た
後
は
、
全

員
で
『
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
』

と
初
日
の
出
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
後
、
ア
ン
コ
さ
ん
も
参
加

さ
せ
て
、
よ
り
賑
や
か
な
催
し
物
に
し

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
達
成
！

　
11
月
30
日
（
日
）
に
、
大
島
高
校
で

第
22
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
元
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
が
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

　
第
８
回
カ
メ
リ
ア
カ
ッ
プ
６
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
男
子
が
12
月
７

日
（
日
）
、
女
子
が
12
月
14
日
（
日
）

に
大
島
海
洋
国
際
高
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
男
子
は
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
新
島
チ
ー
ム
が
、
女
子
は

８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
式
根
島
の
ミ
ラ

ク
ル
チ
ー
ム
が
接
戦
を
勝
ち
抜
い
て
優

勝
し
ま
し
た
。

（
東
京
都
と
大
島
町
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
共
同
推
進
事
業
）

　
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
谷

川
真
理
さ
ん
（
ア
ミ
ノ
バ

イ
タ
ル
Ａ
Ｃ
）
を
招
致
し
、

大
会
前
日
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
下
さ
い
。
ま
た
、
大

会
に
は
谷
川
真
理
さ
ん
も
マ
ラ
ソ
ン
（
10
キ

ロ
）
に
参
加
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
講
演
会

﹇
演
題
﹈
忍
耐
は
苦
し
い

　
　
　
　
　
　
け
れ
ど
も
そ
の
実
は
甘
い

﹇
日
時
﹈
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時
30
分
　

　
　
　
　
開
演
　
午
後
７
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
大
集
会
室

﹇
入
場
料
﹈
無
料

◎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

﹇
日
時
﹈
３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

﹇
種
目
﹈
10
キ
ロ
（
役
場
〜

　
　
　
　
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
折
返
し
）

　
　
　
　
５
キ
ロ
（
役
場
〜
愛
宕
山
折
返
し
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
講
演
会
 
　
町
長
室
　
（
２
）
１
４
４
４

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
観
光
課

　
（
２
）
１
４
４
６

　
な
お
当
日
は
、
午
前
９
時
頃
か
ら
午
前
11
時
頃

ま
で
、
役
場
前
か
ら
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
前

に
か
け
て
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
最
終
ラ
ン
ナ
ー
通
過
後
、

順
次
解
除
し
ま
す
）

勤
労
福
祉
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

初

日

の

出

ス

ポ

ッ

ト

新島チーム

ミラクル
チーム



　
小
春
日
和
の
１
月
10
日
、
「
成
人
の
日
」

を
前
に
大
島
町
成
人
式
が
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
63
年

４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
大
島
町
出
身
者
88
名
の
内
、
63

名
が
艶
や
か
な
振
袖
、
袴
、
ス
ー
ツ
姿
で

出
席
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
町
長
は
、
昨
年
よ
り
続
く

不
況
の
中
、
内
定
取
消
し
や
派
遣
切
り
な

ど
の
雇
用
の
厳
し
い
時
代
に
入
っ
た
こ
と

に
ふ
れ
、
「
皆
様
の
中
に
も
、
納
得
の
い

か
な
い
時
代
の
波
を
か
ぶ
っ
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば

人
生
の
試
練
の
時
と
と
ら
え
、
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
、
自
身
の
進
む

べ
き
道
を
切
り
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
（
要

旨
）
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
又
、
昨

年
、
大
島
町
の
出
生
率
（
1.85
）
が
東
京
都

全
域
の
区
市
町
村
の
中
で
一
位
と
な
っ
た

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
す
る
と
、
驚
い

て
顔
を
見
合
す
場
面
も
あ
り
「
皆
さ
ん
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
町
長
が
期
待

を
込
め
呼
び
か
け
る
と
、
新
成
人
た
ち
か

ら
は
笑
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
記
念
の
つ
ど

い
で
は
、
出
身

中
学
校
ご
と
の

自
己
紹
介
で
お

互
い
の
近
況
を

報
告
し
合
い
な

が
ら
、
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
友

と
談
笑
し
た
り

写
真
を
撮
っ
た

り
と
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
最
後
は

全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
終
了
し
ま
し
た
。

平成21年2月号17 広報おおしま

●ま・ち・の・わ・だ・い

誓いの言葉　新成人代表　永田大樹さん

平
成
21
年
　
大
島
町
出
初
式

宣誓  岡田分団員
三間大輔さん

　
１
月
11
日
大
島
町
消
防
出
初
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
町
消
防
団
は
各

地
区
分
団
員
合
わ
せ
て
３
４
８
名
で
、

島
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
各
分
団
員
と
消
防
車
両
の
パ
レ
ー
ド

で
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
緊
張
の
も
と

一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
退
団
す
る
16
名
に
感
謝
状
、

新
団
員
５

名
と
退
団

す
る
20
名

の
団
員
に

辞
令
交
付

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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齊
藤
　
真
周
く
ん
　
　
　
周
英
・
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
23
（
北
の
山
）

小
川
　
翔
音
く
ん
　
　
　
鉄
太
郎
・
美
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
30
（
元
　
町
）

野
口
　
煌
太
く
ん
　
　
　
剛
・
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
8
（
差
木
地
）

12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

ま
し
ゅ
う

し
ょ
う
と

こ
う
た

　
望
月
先
生
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、
夕

暮
れ
に
火
口
に
入
る
ハ
ギ
マ
シ
コ
を
観

察
し
ま
す
。
火
口
近
く
ま
で
登
り
、
帰

り
は
暗
く
な
り
ま
す
。
防
寒
と
照
明
の

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
解
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
風
の
強
い
場

合
と
霧
が
発
生
し
た
場
合
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
2
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
・
霧
・
強
風
時
中
止
）

﹇
集
合
場
所
﹈
三
原
山
駐
車
場

﹇
担
当
﹈
本
多

　
　
　
　
　
（
４
）
１
２
３
６

ポ
ッ
ト
や
鍋
を
使
用
し
て
い
る
と
、
白

い
も
の
が
付
着
す
る
の
で
す
が
。

　
容
器
を
洗
っ
た
後
、
容
器
に
水
を
入

れ
た
ま
ま
に
し
た
り
、
乾
燥
が
不
十
分

な
場
合
や
繰
り
返
し
つ
ぎ
足
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。

こ
れ
は
、
水
道
水
中
に
含
ま
れ
て
い
る

ミ
ネ
ラ
ル
が
出
て
来
る
こ
と
が
原
因
で
、

害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
容
器
が
ア
ル
ミ
製
の
場
合
、

水
中
の
酸
素
と
結
び
付
い
て
白
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
８

［日　　時］2月15日（日）小雨決行
［集合場所］トウシキキャンプ場
［順　　路］トウシキ－試合場－
　　　　　　差木地林道－トウシキ
［時　　間］9:15～15:00頃まで
［持　　参］雨具・防寒具・昼食
　　　　　　飲み物・手袋等
［条　　件］すべて自己責任、
　　　　　　交通規則遵守

丸尾 時彦    （4）0498

高橋 敏生    （4）1271

井上 智雄    （4）1921

田村 孝治    （4）1234

北原 末松    （2）0759

1

1

1

1

1

（この先の予定）3月22日（日）桜ウォーク

問い合わせ、相談、要望等
は下記へご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島
ウォーキングクラブ《               　　》

＊南部方面ウォーク＊

☆
平
成
21
年
度
募
集
内
容
☆

　
第
１
学
年
　
30
名

　
願
書
受
付
　
２
月
５
日（
木
）・６
日（
金
）

　
学
力
検
査
　
２
月
23
日（
月
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
二
次
募
集
、

　
三
次
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

※
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

※
３
月
に
は
他
学
年
の
募
集
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

　
進
学
相
談
会
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
本
校
入
学
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
　
　
定
時
制
副
校
長
　
千
葉

http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

﹇
日
時
﹈
２
月
12
日（
木
）か
ら
２
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
ま
で

※
２
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）は
行
い
ま
せ
ん
。

﹇
場
所
﹈
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
各
教
室
・
体
育
館
及
び
農
場

﹇
時
間
割
﹈

　
　
　
　
当
日
、
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
都
立
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
担
当
者:

教
務
主
任
　
加
瀬
　
憲
男

☆
大
島
高
校
の
授
業
風
景
や
生
徒
た
ち
の
学

　
習
活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
島
高
校
定
時
制
生
徒
募
集

探
鳥
会
の
お
知
ら
せ

探
鳥
会
の
お
知
ら
せ

探
鳥
会
の
お
知
ら
せ

※
出
発
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
保
安
検

　
査
場
を
お
通
り
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

　
ご
搭
乗
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
ご
ざ

　
い
ま
す
。
お
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ

　
て
空
港
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
２
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

﹇
費
用
﹈
材
料
・
食
事
込
み
　
千
円

　
　
　
　
※
小
学
生
以
上
送
迎
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
（
４
）
１
１
３
７
　
担
当:

関
野

航
空
便
発
着
時
刻
表

2
月
1
日
〜
2
月
２８
日

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850
844

B737－500
11：55発

13：35着
12：35着
13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843
849

B737－500
13：30発

15：10着
14：05着
14：35発

●
A
N
A
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
　
０
１
２
０
（
０
２
９
）
２
２
２

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ

　
（
２
）
２
３
３
７

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室

都
立
大
島
高
等
学
校（
全
日
制
課
程
）

第
三
学
期
授
業
公
開
の
お
知
ら
せ

都
立
大
島
高
等
学
校（
全
日
制
課
程
）

第
三
学
期
授
業
公
開
の
お
知
ら
せ

◎
浜
辺
の
小
石
を
拾
っ
て
独
自
の
絵
を
描
く



19 広報おおしま 平成21年2月号

　
12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

植
松
信
四
郎
さ
ま（
81
・
ク
ダ
ッ
チ
）
12
／
9

葛
城
　
次
信
さ
ま（
86
・
北
の
山
）
12
／
10

宮
川
　
若
男
さ
ま（
73
・
差
木
地
）
12
／
11

西
村
清
四
郎
さ
ま（
93
・
差
木
地
）
12
／
16

阪
口
　
　
勇
さ
ま（
76
・
差
木
地
）
12
／
21

鈴
木
　
テ
ル
さ
ま（
87
・
ホ
ー
ム
）
12
／
23

松
浦
　
以
行
さ
ま（
79
・
元
　
町
）
12
／
23

杉
本
は
つ
江
さ
ま（
85
・
北
の
山
）
12
／
27

●
演
題
『
見
方
を
カ
エ
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
方
カ
ワ
ル
』

●
講
師
　
漫
書
家
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

　
　
　
　
黒
田
　
ク
ロ
　
氏

●
日
時
　
２
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

●
場
所
　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
大
会
議
室

●
参
加
費
　
無
料

　
・
定
員
　
先
着
　
１
０
０
名

　
・
申
込
　
町
役
場
総
務
課
　
庶
務
係

　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
３

　
・
申
込
締
切
　
２
月
18
日
（
水
）

﹇
日
　
時
﹈
2
月
22
日
（
日
）

﹇
開
　
演
﹈
午
前
10
時
〜（
予
定
）

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
　
大
集
会
室

　
　
　
　
　
入
場
料
　
無
料

　
各
種
団
体
に
よ
る
舞
踊
、
合
唱
、
合

奏
、
郷
土
芸
能
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

（
開
演
時
間
に
つ
い
て
は
、
申
込
団
体

数
に
よ
っ
て
開
演
時
間
が
前
後
す
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
い
開
場
・
開

演
時
間
に
つ
い
て
は
、
新
聞
折
込
ま
た

は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
　

　
　
大
島
町
教
育
委
員
会

　
　
教
育
文
化
課
　
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

大
島
公
園
だ
よ
り

気

大な

№
１２５

さ
候
に
も
恵
ま
れ
、
動
物
達
も
元
気
に

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り

少
し
早
い
時
期
の
出
産
で
す
が
、
昨
年
暮

れ
に
生
ま
れ
た
バ
ー
バ
リ
ー
シ
ー
プ
の
赤

ち
ゃ
ん
も
、
元
気
に
サ
ル
島
を
駆
け
上
っ

て
い
ま
す
。

て
、
大
島
公
園
で
は
平
成
17
年
か
ら

再
整
備
工
事
が
始
ま
り
、
施
設
の
再

整
備
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
サ

ル
島
上
に
あ
る
池
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

完
成
後
は
、
お
客
様
が
囲
い
の
中
に
入
り
、

歩
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
鳥
や
動
物
達
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
フ
ラ
イ
ン
グ

ケ
ー
ジ
が
で
き
る
予
定
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
完
成
ま
で
に
は
約
１
年
か
か
り
、

そ
の
間
ご
覧
い
た
だ
け
る
施
設
は
サ
ル
島
・

家
畜
舎
・
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
舎
・
ゾ
ウ
ガ

メ
舎
・
ラ
ク
ダ
・
ラ
マ
舎
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
動
物
舎
が
で
き
次
第
、
順
次
お
見

せ
で
き
る
動
物
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
も

動
物
園
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
、
工
事
に
つ
き
動
物
園
入
口
が
事

務
所
横
に
移
動
し
ま
し
た
。
車
椅
子

の
ご
利
用
等
は
可
能
で
す
。
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
所
ま
で
お
訪
ね

く
だ
さ
い
。

　
※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
　
　

　
　
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
毎
月
第
4
水
曜
日
）

﹇
日
　
時
﹈
2
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名
　
孝

行

政

相

談

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

島
し
ょ
会
館
へ
の
ご
予
約
は

　
０
３
（
３
４
３
７
）
３
０
６
１

皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
内
　
容
﹈
た
ね
ま
き
と
竹
細
工

﹇
日
　
時
﹈
2
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

「
生
き
活
き
セ
ミ
ナ
ー
」

い

い

の
ご
案
内

大
島
町
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ
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おおしま
住民カレンダー February（如月）2月2月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

1

8

6

13

20

27

6

5

12

19

26

5

7

14

21

28

7

2

9

16

23

2

9

3

10

17

24

3

10

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山、岡－岡田、泉－泉津
野－野増、間－間伏、差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
の
略
称
】
●
開
発
セ
ン
タ
ー
…
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
岡
田
セ
ン
タ
ー
…
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
●
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
…
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮

●
ク
ダ
ッ
チ
福
祉
館
…
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館
　
●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
●
波
浮
福
祉
館
…
波
浮
港
老
人
福
祉
館

●
医
療
セ
ン
タ
ー
…
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
勤
福
会
館
…
大
島
勤
労
福
祉
会
館

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
1
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　町
北 の山
岡 　田
泉 　津
野 　増
差 木地
波 浮港

計
昨年

1,477世帯
781 〃 
467 〃 
240 〃 
336 〃 

1,089 〃 
483 〃 

4,873世帯
4,855世帯

2,753人
1,459〃　
940〃　
450〃　
588〃　

1,928〃　
738〃　

8,856人
8,898人

4

11

18

25

4

11 　（
２１
・
１
・
1
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

ク・間・波

波

波
プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

6・9カ月児健診
〈予約制〉（医療センター）
歯周病予防相談
〈予約制〉（けんこうセンター）
芝税確定申告相談
（差木地公民館）

コレステロール予防相談
〈予約制〉
乳幼児歯科健診
（けんこうセンター）
芝税確定申告相談
（開発センター）

夜まつり
（～3月22日まで）
芝税確定申告相談
（開発センター）

ちびっこ歯科相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

大島町文化祭
芸能大会

行政相談
6・9カ月児健診
〈予約制〉（医療センター）
高血圧予防栄養相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

家族で歯科相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

農業委員会
こころの健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

3歳児健診
（けんこうセンター）
住民税申告受付
（波浮福祉館）

固定資産税第4期・
国民健康保険税
第9期納付期限
住民税申告受付
（開発センター）

カメリアマラソン大会

BCG予防接種
（けんこうセンター）
住民税申告受付
（泉津公民館）

住民税申告受付
（岡田センター）

6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）

6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）
住民税申告受付
（差木地公民館）

1歳6カ月児健診
（けんこうセンター）
住民税申告受付
（旧野増小学校）

住民税申告受付
（北の山公民館）

確定申告受付
（～3月16日まで）

御神火温泉休館日
法律相談〈予約制〉
糖尿病予防栄養相談
こころの健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

椿の女王コンテスト

波

「うつ病」講演会
  （大島支庁）

（3月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

大島町体育祭
野球大会
（小学生の部）
（～8日まで）
椿展（～15日まで）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

波
元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波
元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

水道料金納付期限

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

3・4カ月児・産婦健診
（けんこうセンター）

町都民税第4期・
国民健康保険税
第8期納付期限

江戸みこしと
あんこパレード

大島町民の日
BCG予防接種
（けんこうセンター）

建国記念
の日

燃やせるごみ
収集しません


